
第3回宇宙開発委員会（臨時会議）

　　議　事　次　第

：L　日時 昭和51年2月■0日σ℃

午後2蒔～4時

2・場所 宇歯開発委員会会議室
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M－3c－3号機の打上げ結果について
　説明者　東京大学宇宙航空研究所教授　河村寵馬
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　　　　　文部省学術国際局研究機関課侵植木浩

M一・3σ一3号機の打上げ結果の評価について
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第2回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨

M－3c－3号機実験概要報告

昭和50年度⊥～2月期に東京大学宇宙航空

研究所が行ったM－50ロケット5号機の打

上げ結果の評価について鍋
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第2回宇宙開発委員会（定例会議）
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宇宙開発委員会会議室

3　議題

　　ゆ　ドイツ連邦共和国研究技術省第5局長の招へいについて
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第1回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨

ドイ聴邦抑国磯技儲第5局長の招へいに

ついて鍋

出席者

　宇宙開発委員会委員長代理

　　〃　　　　　委員

　　〃　　　　　　　　　　　・〃

　　〃　　　　　　　　　　　〃

関係省庁職員等

　科学技術庁長官官房参事官

　文部者学術国際局審議官
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通商産業省機械情報産業局次長

気象庁総務部長

海上保安庁総務部長

郵政省電波監理局審議官

井　川　　　博

（代理3角田）

宇都宮　　寛
（　〃3高谷）

鈴　木　　　登

（　〃3佐藤）

市　川　澄　夫

（〃3）・
〃　電波研究所調査部周波数利用研究室長

山　岡 誠

事務局

　科学技術庁研究調整局調整課長　　　　加　藤　泰　丸

　　”　　　　　”　　湯壷企画課長　　上　島　史　画面

6　議事要旨

（1）前回議事要旨について

　　第ユ回宇宙開発委員会健例会議）講鞭旨醜認された。

（2）　ドイツ連邦共和国研究技術省第5局長の招へいについて

　　事務局から、資料委2－2た基づいて説明が行われ、以下

　の質疑応答が行われたのち、原案どおり決定された。

網島3研究技術省第5局は何を担当しているのか。

事務局ε字宙及び輸送システムである。

山県2今回の招へい期間は約一週間となっているが、過去にお

　　いても、招へい期間は一週間程度か。

事務局ε・4ワ年・48年及び49年における招へい期間は、そ’

　　れそれ8日間、ワ日間及び10日間であった。

‘刀

●

●



凹一3ご一3三三戻鹸蒼纏轍急

　　　　　　　　　　　す勘r2まノ茅Z月

　　　　　　　　　　　二三縛尋翻纏；6縦纏

　グノ段bヶr7ト。燃曉およz韓ぎ老「4正昂で，神動づノスタ0

窃離智／蝉吟難し効姻1需淳輔凹勧鴎殉国
薄薄彦9謡勧像門崎力堪え敏診ケヲト今爆規‘和文おヴ♪丁▽己

動物麟角が，イ3郷題し櫨勢謹一靹遡った砿

雰Z鮫司今宮し叡う掩路力匂｝〈馴ニイ底乙びつたクこら《直待3

とが玄素なかフた，そつノξ、因1こっ》・マば参4減甲赫撮イ毛鑓ね

究明亨∂：多f動である。”

　も



委，3－3

噛
レ

昭和’50年度1～2月期に東京大学宇宙航空

研究所が行ったM－5cロケット5号機の打’

上げ結果の評価について（案）

昭和5⊥年2月10日
宇宙開’ｭ委員会決定

●

　昭和5ユ年2月4日東京大学宇宙航空研究所が行ったM－3c

ロケット3号機の打上げ結果を評価するため必要な拉術的事項に

ついての調李審議を技術部会において行う。この調査審議はでき

る限りすみやかに終えることとする。
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